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退官記念講 演

1.は  じ  め  に

私は,1992年 3月 31日をもって,30年 間勤務した東京

大学を無事停年退官しました。退官の直前, 3月 24日に,

生産技術研究所における最終講演をさせていただいた。

かなり遅 くなったが,こ の文はその最終講演にその後考

えた内容を加えたものです。これが掲載される生産研究

を手にされる方々に,よ り多少とも興味を持っていただ

くことができ少しでも御参考になれば幸いです.

私は昭和37年4月 ,―助教授に任命されてから,昭 和47

年の教授昇任を含めて,生 産技術研究所第三部に,場 所

も同じ六本木で,ち ょうど30年間勤務したことになる.

昭和28年入学後,学 部に4年 間在学し,工 学部電気工学

科を昭和32年に卒業,大 学院に昭和37年迄在学したので,

39年間東京大学にいたことになる.'この間おおむね愉快

に過ごすことができたことを,東 京大学および学内外の

皆様に感謝 してお ります。とくに,生 研とその内外の

方々および環境が私にとりとてもよかったと思っていま

す。

以下の文では,私 の六本木の生研の時代を中心にそれ

以前の本郷のことも含め,ま ず研究とお世話になった

方々,交 流のあった人々,仲 間と学生諸君,国 際交流と

内外の友人,自 由時間とその交際などについて述べたい.

2 .本 郷 と六 本 木

研究らしい研究を私が始めたのは,工 学部電気工学科

だった。この本郷の7年 間は結構多忙な毎日だったが,

卒論と大学院は山下英男先生の研究室で始めさせていた

だいた。先生の退官後お世話になった故元岡達先生もす

ぐ在外研究に出られたため,最 後は山村昌先生の御指導
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により博士課程を修了させていただいた.ま ことに公私

共に変化に富んだ,自 学自習の精神を養うに足る学生時

代だった。勿論,こ れらの先生方には,大 層教えられる

ことが多 く,研 究自体と同時に価値観の多様性と異った

方法論を学ぶことができた。

本郷では,主 に数値制御 (NC)の サーボシステムお

よび演算制御システムの開発,文 字認識方式の開発を

行った。この間,サ ーボ増幅器,デ イジタルーアナロ

グ ・サーボを含むNC装 置各種,円 弧 ・直線関数発生

装置,遅 延線メモリー,フ ライング ・スポット・スキャ

ナ,文 字読取装置,テ レビ視聴チャンネル自動計測装置

など,新 規開発のための試作と研究のための補助装置を

問わず,必 要なものはほとんど開発 ・設計 ・製作したが,

作った物はほぼ全部満足に動作した。

NC装 置の開発は,当 時の富士通の委託によるもので,

現在のファナック株式会社の稲葉清右衛門社長はじめ,

大勢の方々のお世話になった.各 種のNC開 発の中で,

Dlの 時には円弧 ・直線関数のリアルタイム発生システ

ムの開発を行った.こ れは図1に その原理を示すように,

実座標値が目標円弧の内外いずれにあるかを示す判別式

を用い,階 段状に関数を近似する演算方式であるD。 こ

のアルゴリズムは高速処理に適しているため,現 在に至

るまで NCの みならずグラフイック ・デイスプレイに

も広 く使われている。この方式により図面からの入力が

簡単になり,さ らに,カ ッタ半径のオフセット演算がオ

ンラインで行えることもあって,自 動プログラムに用い

る計算機がほとんど無かった当時の NCの 普及に役

立った。NC装 置の開発では,大 河内記念技術賞および

日本発明協会賞の受賞者の一人になることができた。博

士論文はNCで はなく,文 字読取における文字 (主に

数字)品 質と認識率の関係を研究した。
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判別式 Di=x12+y12_(x。 2+y。2)

( 1 ) D l _ 1 ≦0  の輪

X i = X _ 1 ~ 1

D { = D { 1 - 2 x { 1■ 1

( 2 ) D ` , > 0  の 船

yl = y i : + 1

0 1 = D l  l + 2 y { : + 1

X

図 1 円 弧関数発生の原理図

私が昭和37年に勤務を始めたのは,ち ょうど生産技術

研究所が西千葉から移転した直後だった.当 時の六本木

は,今 よりずっと落ち着いた上品な場所だったので,私

はこのよい環境の中で,研 究を始めることができた.生

研第二部では,ま ず故沢井善三郎先生の御指導により,

プロセス制御の実産業への応用の研究を始めた。気体,

液体,固 体の状態を制御するのは,変 位量の制御と異な

り,操 業状態の解析に多 くの時間が必要であった。昭和

38年から当時の名古屋精糖榊からの委託研究として,沢

井先生,森 政弘先生等と共に,精 製糖工程の自動化と省

力化の研究を数年間にわたって行った。この研究の結果,

当時としては画期的な新工場が,品 川の先の埋立造成地

に建設された。この実際の工場の全工程の制御システム

の研究開発を設計は私にとってプロセス制御と工場の総

括制御のよい勉強となった.こ の仕事は,名 古屋精糖卸

のほかに計装の設計工事の会社の多 くの方々のおかげに

よるもので,今 でも深 く感謝している。研究室ではとく

に,こ の研究について鈴木俊光,桜 井正郎の両技官に感

謝している.さ らに,こ の研究の発表に対して,沢 井,

森先生と共に計測自動制御学会から技術論文賞をいただ

くことができた.

文部省在外研究員として昭和45,46年 に米国に滞在し

た後,伊 藤忠製糖いの委託により,愛 知県碧南市に建設

予定の精製糖プラントの全計装システムの開発を行った,

この研究は原島文雄先生,石 谷久先生と一緒に行ったも

ので,昭 和49年 8月 に完成 した新工場では, 日産800ト

ンのプラント全工程を一直 9人 により運転する省力化目

標を達成することができた (写真 1).こ の開発は,当

時の佐藤学工場長,現 常務および取締役の中野和哉,西

浦隆氏はじめ伊藤忠製糖の多数の方々,計 装メーカの協

立電業の方々等との共同研究の成果である。
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写真1 伊藤忠製相いの精製糖工場

この省力化目標の達成のために,次 の二項目を開発の

前提となる基本概念とした。

(1)工場現場の無人化とそのための各ユニット・プロセ

ス操作の自動化

(2)工程の自動的フェイルセイフ ・シャットダウン

第 1項 は当然であるが,夜 間等の万―の故障を少人数で

処理回復させるか,あ るいは安全に一時停止させるため

には,第 2項がきわめて重要である.こ の基本構想によ

り,当 時の産業にはまれな5直 3交代による長期操業が

実現された.さ らに,こ の工場はその後の会社側の努力

により,実 質的に一直 3～ 5人 により操業されている.

この総合制御システム実現のためには,シ ステム設計

だけでなく,新 しい検出器,操 作端および操作方法など

の開発を行った3),5),15)、18),20),21).こ
れらのシステムお

よび機器開発は,嶋 田淑男助手および研究生畠中俊郎氏

はじめ院生を含む多数の方々の研究室内外における共同

研究の成果である。
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図2 AE波 形パラメータ

昭和47年に,ア コーステイック ・エミッション (AE)

の研究を始めた。AE計 測装置としては当時はじめてと

思われるが,わ れわれとしては経験のある全ディジタル

方式による計測システムを開発した。尾上先生のおすす

めもあって始めた,計 測システムの試作は,手 数はかか

Nz用 ウインドウ

立上り時間Tr
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写真2 開 発した第2世代AE計 測システムによる高速増殖炉

配管モデル疲労試験 (高温40ぴC)

るけれど,そ れほど難 しくはなかった。しかし,自 然現

象相手の原事象解析 ・推定には,そ の後次々と苦労を重

ねることとなった。

AE装 置は,当 初の第一世代機から,第 二世代を経て,

第三世代機迄開発 し,退 官迄ずっと研究を続けた。AE

の研究では,初 期には嶋田淑男助手にはじまり,阿 藤寿

孝および山上典男技官,市 川初男助手,さ らに第二世代

機以後の試作と実験ではガ湘,津宏忠助手はじめ大勢の院

生などの方々が大きな役割を果たして下さったことを感

謝している.

AE監 視のための計測システムの開発上の基本概念と

して,次 の二項目を重要な目標とした。

(1)検出可能な全入カデータ収録

(2)各検出AE波 のできるだけ詳細なデータ収集

上の二項目の両立のために,AE波 形情報のデータ圧縮

が必須となる。われわれは図2に示すようにAEの 包絡

線検波形のパラメータ化を主な手段としてデータ圧縮を

行う方法を考案した
24),31),34).35).

エネルギー ・モーメントと呼ぶパラメータを含む,

AE波 形情報マルチ ・パラメータのリアルタイム抽出 ・

収集の方法は,現 在までの実験におけるモニタリングに

すぐれた成果をもたらしている29),30),32).37),38)(写真

2).計 測システムの較正と評価のための方法と装置の

製作 も行った
22),27),40).さらに,将 来の計測の方向に

ついて分散処理,ニ ューラルネットワーク応用などの研

究も行った。

AEの 研究では,多 くの研究組織 ・会社などの, きわ

めて多くの分野にわたる方々との交流と協力が特に重要

であり,ま た貴重な経験となった。軽水炉モデル,高 速

増殖炉配管モデル,圧 力容器などの破壊試験に原研,動
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燃はじめ多くの組織のおかげで協力させていただき,貴

重な成果を得ることができた。東大先端研の岸輝雄先生

はじめ多くの大学,研 究所,会 社,学 協会の方々に大層

御世話になり,深 く感謝している.

このAEの 分野においては,国 内の多くの学会 。研究

会のほかに,我 国において,こ れまで11回の国際会議を

開催 し,こ の日本非破壊検査協会主催のAEシ ンポジウ

ムは世界で最も高 く評価されている.こ の他に,AEに

ついての生研シンポジウムも開くことができた。内外の

国際会議等を通じての業績について,1992年 10月に米国

AEWGお よびASNTの CARPか ら同時に表彰を受け

たが,こ れは上に述べたように多くの人々を代表しての

名誉と考えている.

AE技 術は,有 用性を十分持っていながら経験則的な

面が多い点もあり,現 在の普及は期待されたほど大きく

はない.し かし,他 にこのような分野には稀なほどの多

くのすぐれた人達が協力して,研 究,開 発,標 準化,教

育などに努力していられるので,近 い将来着実に普及発

展して行くものと考えている.私 の今迄の努力が,こ の

AE技 術の発展に少しでも役立てば大層幸いと思う。

以上の主な研究以外にもいくつかの研究を行ったが,

中でも技術革新とストレスとの関係の研究にかかわった

のは印象深い36).

以上の六本木の研究活動,学 会活動などは,ま ったく

研究室の多くの人々の協力のおかげであると深 く感じて

いる。大勢の職員,学 生,研 究生の方々のほかに,大 勢

の秘書の女性の協力もきわめて有用で重要であったと,

改めて実感している。とくに国際活動,学 会活動など有

能な秘書の方々の貢献に深 く感謝している。

3.学 生諸君 と私

私が東大に勤務して最も幸せだったことの一つは,多

くの優秀な学生諸君と付き合うことができたことである。

まず,私 の研究室に,大 学院生として来てくれた学生諸

君のおかげで多くの研究成果を挙げることがきたことも

あるが,他 の研究室の学生諸君も加えて, 日頃公私両面

で会話や交流ができて」とても楽しい年月を過ごすこと

ができた。さらに,こ こで一言付け加えると,私 は生研

および工学系の教官として以外に,東 京大学運動会ス

キー部部長を9年 間勤めた.こ の間,ス キー部は4部校

から2部校へ昇格したこともあるが,大 勢の全学の学部

の若い学生諸君と付き合ったことも忘れ難い楽しい思い

出である.

技術的な知識など,そ れほど一般的でもないし,す ぐ

古 くなってしまうので,学 生諸君との会話,講 義などで

はなるべ く方法論と人間としての知識について話した.

また,私 は彼等が知的好奇心こそ文化の源泉であり知的

発展のもとであることを理解していることを,い つ会っ



312   45巻 5号 (1993.5)

ても若々しい彼等の姿から確信 している。

4。 国際交流および自由な時間

1960年代の終 り頃から,公 務上あるいは私的に,多 く

の国と人々との交流が始まった。最近の十数年はとくに

非破壊評価あるいはAE技 術に関係した方々との交際が

多い。交際している方々はそれぞれ皆立派な人で,あ ま

り好ましくない人は敬=し ていることもあるが,教 えら

れることも多く楽しく付き合っている。しかし同時に,

それぞれの価値観の違いは大きく,そ れぞれの相違を認

識することが調和のために必須であると考えている。わ

れわれとしては国際的な交流は欠かせないので,外 国,

とくに東アジアの国々との協調と交流を進めることが重

要と考え,努 力してきた。

私は,国 内外で個人的な自由な時間,休 暇などを使っ

て専門以外のことを知り,人 々と交際し,行 動すること

がとても好 きなので,こ の面での交際も多い.海 外の

まったく異った職業の方々には非常に尊敬すべき立派な

人が多いと感じている。このことは国内での私的な交際

のある方々についても同様である。

私は自然的なスポーツと歴史と古典の読書にとくに興

味を持ってきた。スポーッでは,船 ,今 は止めているが

飛行機,ス キー,射 撃,狩 猟,釣 り,実 用を兼ねた車の

運転などがあるが,工 学的知識力V受立つことも多い.同

時にこれらの多少とも危険をともなうスポーツの先輩と

付き合い, とても自分では得られないような経験を聞き,

教えを受けるという貴重な機会を持ったことは幸いで

あった.こ れらの人々は個性が豊かであると同時に,共

通して情緒的でなく,思 考が論理的で,結 論が合理的で

あることを痛感した.こ れらの点については,ほ かの適

当な機会にくわしく述べたい.

5.お  わ  り  に

本郷では多くの先生方に御指導を受け,そ の後生研の

内外,学 会,研 究室,国 際交流,私 的な時間を通じて,

多くの人々に教えられ,協 力を受け,交 際していただい

たことを′いから感謝している。現在も続いているこれら

の方々との親しい関係は私の最大の財産であると感じて

いる。

生研の学内においてかかわった経営管理の面において

強く印象に残っているのは,昭 和43,44年 の大学紛争と,

その後の大学改革である。この経過において記憶に強く

残っているのは,論 理性と当事者能力を欠いた構成員の

大学の状態であった。その後のいろいろな経験から見て

も,本 質的な内容についての自己改革は難しく,そ れが

普通のことかも知れないが,大 学の将来にういて期待と

確信を持てないでいる。しかし,こ れまで東大も我国の

国内と同じく,比 較的平穏な40年であった。これからは

4

生 産 研 究

あるいは内外共に動乱と流動の世紀が来るのかも知れな

いと思うが,私 としては,こ の40年間の間に,東 大にい

られたことを有難 く思っている.

私は大勢の方々のおかげもあり,東 大の教官として,

あるいは国家の公務員として,義 務と責任はかなりの程

度に果たしてきたと考えている.し かし,大 勢の人々か

ら受けた多 くのことは,な お,私 の負債 と考えている.

これをその方々に直接お返 しすることはできないので,

将来にわたり若い世代の方々に二つの面でお返 ししたい

と考えた。その一つはAE技 術の発展であり,ほ かは,

スキー部の活動と学生およびOBの ための施設更新であ

る.さ さやかではあるが,個 人的な貢献を行い,ま た多

くの方々にいろいろな方面の賛同をお願いしたことは,

過去から未来への私のせめてもの謝恩である.

(1993年3月17日受鋤
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